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運動会まできょうを入れてあと６日ですね。各学年でしっかりと練習していることでし

ょう。

運動会では、いつも決まって赤白に分けていますが、どうして赤と白なのでしょう。黄

色と黒とか、青とオレンジという色の戦いがあってもいいように思いますが、どうでしょ

うか。みなさんはどう思いますか。

どうして赤と白になったかというと、それは１０００年近く昔にさかのぼります。６年

生は知っているかもしれませんが、１０００年近く前の日本では、源氏と平氏という武士

の集団がありました。武士というのは、戦うことを専門にしている人たちで、のちの時代

には、ちょんまげを結って刀を持っていま

したね。侍などというときもあります。

さて、その源氏と平氏はすごい勢力にな

り、日本を２つに分けて戦うようになりま

した。その戦いのときに、敵と味方がわか

らないと困るので、旗を同じにして敵味方

の区別をしました。そのときの旗の色が、

源氏が白、平氏が赤だったのです。

１０００年近く前のことが、今の運動会

の赤白になっているのです。なにかとって

も不思議な気持ちになります。でも、１０

００年近くの伝統がある「赤と白」ですか

ら、みなさんは力一杯競技などをがんばってもらいたいと思います。

では、運動会までしっかりと練習をして、本番の運動会に力を発揮してくださいね。期

待しています。（このあとは、石拾いですね。がんばってきれいにしてください。）

これで、朝会の話を終わります。

（裏面に「先生方へ」があります）



「先生方へ」

運動会まで今週のみの練習となりました。今までは雨が多く、どの学年も順調とは言え

ないですね。ですから焦る気持ちがあると思いますが、とにかく安全第一、けがのないよ

う心がけてください。よろしくお願いいたします。

さて、きょうは運動会にちなんで「赤と白」の話をしました。各学年で補足などありま

したら、是非話しておいてください。

赤と白という２色対抗になるとどうしても対抗心が強くなります。あくまで、運動会だ

けの場であることを繰り返し指導しておくことは大切です。また、日頃から学年で動くよ

うにしているとうまくいきます。

私は担任時代に、学級担任ではなく学年担任として行動することを心がけていました。

学年の子供のことについて、２人または３人の担任が共通の理解をして進めていました。

是非、この機会に学年担任として行動するよう心がけてください。また、専科の先生方に

も、積極的に学年に関わっていただき、学年がまとまるよう、力を発揮していただけると

助かります。よろしくお願いいたします。

運動会の練習と重なり、先週から３年１組で教育実習が始まっています。次の１０年後

２０年後を背負っていく大事な人材ですので、厳しくも温かく育てていっていただければ

と思います。（指導教官の木村先生はじめ３年生の先生方、本当にお疲れ様です！）

＜資料 運動会あれこれ＞

・外国はどんな色の対抗？

日本の運動会は赤白ですが、中国では方位で分けることが多いようです。東西とか南北

とかです。アメリカ合衆国は、青（民主党）対赤（共和党）だったり、韓国では青対白だ

ったりと国によって違います。日本でも、三色対抗ということで、赤・白・青というよう

にやるところも多くなってきました。

・赤白（あかしろ）帽？ 紅白（こうはく）帽？

先生方は、どっちで呼んでいますか。きっと赤白帽でしょう。ちなみに私は紅白帽でし

た。NHK が１０年くらい前に調査したところ、３０パーセントが紅白帽、７０パーセン

トが赤白帽だったということです。（今ではもっと赤白帽が多いでしょう。）

年代別では６０代以上だと５０パーセントが紅白帽ですが、１０代では７０パーセント

近くが赤白帽だそうです。また、地域によっても違いがあり、北海道は８０パーセント以

上が紅白帽だそうです。地域によっての違い、おもしろいなあと思います。


